
数学 NO.29
〈解答〉

1　⑴　４５°　　⑵　 92 π㎝
3

2　⑴　ア　ＧＣ　　イ　90　　ウ　ＤＣＧ　　エ　 2組の辺とその間の角
　　⑵　x＋y－90°

配点　1，2⑵各 2点，2⑴各 １点　10点満点

〈解説〉
1　⑴　底面の半径は
　　　　　 2÷ １ ＝ １〔㎝〕
　　　で，その円周は
　　　　　 2×π× １ ＝ 2π〔㎝〕
　　　 となり，これはおうぎ形ＯＡＢの弧ＡＢの長さと等しくなる。したがって，おうぎ形

ＯＡＢの中心角である∠ＡＯＢの大きさをx°とすると，

　　　　　 2×π× ₈×  x°
360＝ 2 π

　　　という方程式が成り立つ。両辺に360をかけて，
　　　　　１6πx＝₇20π
　　　両辺を１6πで割って，
　　　　　x＝４５°

　　⑵　円すいの底面積は
　　　　　π×１2＝π〔㎝2〕
　　　　円すいの側面積は

　　　　　π×₈2× ４５360＝ ₈ π〔㎝
2〕

　　　なので，表面積は
　　　　　π＋ ₈π＝ 9π〔㎝2〕
　　　である。
　　　求める球の半径を r〔㎝〕とすると，その表面積は
　　　　　 ４πr2〔㎝2〕と表されるので，
　　　　　 ４πr2＝ 9 π
　　　という方程式が成り立つ。両辺を ４πで割って，

　　　　　r2＝ ９４

　　　r＞ 0なので，r＝ ３
２ 〔㎝〕



　　　半径 r〔㎝〕の球の体積は ４３πr3〔㎝3〕と表されるので，求める球の体積は

　　　　　 ４３ ×π×（
３
２ ）

3＝ 9
2 π〔㎝

3〕

2　⑴　〔証明〕
　　　△ＧＢＣと△ＥＤＣにおいて，
　　　　　四角形ＡＢＣＤは正方形なので，
　　　　　　　　　　　　　　　　ＢＣ＝ＤＣ   …①
　　　　　四角形ＣＥＦＧは正方形なので，
　　　　　　　　　　　　　  ア　ＧＣ  ＝ＥＣ   …②
　　　　　∠ＧＣＢ＝   イ　90  °－  ∠ウ　ＤＣＧ    …③
　　　　　∠ＥＣＤ＝   イ　90  °－  ∠ウ　ＤＣＧ    …④
　　　　　　　③，④より，∠ＧＣＢ＝∠ＥＣＤ   …⑤
　　　　　 ①，②，⑤より，  エ　 2組の辺とその間の角  がそれぞれ等しいので，△ＧＢＣ

≡△ＥＤＣ

　　⑵　∠ＧＨＤ＝１₈0°－x°と表され，平行線の同位角なので，
　　　　　∠ＧＢＣ＝∠ＧＨＤ
　　　　　　　　 ＝１₈0°－x°
　　　また，∠ＢＣＤ＝90°なので，
　　　　　∠ＧＣＢ＝90°－y°
　　　△ＧＢＣの内角の和より，
　　　　　∠ＣＧＢ＝１₈0°－（１₈0°－x°）－（90°－y°）
　　　　　　　　 ＝１₈0°－１₈0°＋x°－90°＋y°
　　　　　　　　 ＝x°＋y°－90°
　　　⑴より，△ＧＢＣ≡△ＥＤＣなので，対応する角は等しくなる。したがって，
　　　　　∠ＣＥＤ＝∠ＣＧＢ
　　　　　　　　 ＝x°＋y°－90°


